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社会の急激な変化や価値観の多様化により、学校に対する保護者や地域住民からの意見や要
望も多岐に亘ってきた。その中には、学校にとって有意義な指摘があると同時に、理解を得ること
ができない理不尽とも言うべき要望を突きつけられることもあり、それは社会的な問題にもなってい
る。中でも若年教員は、保護者からの解決困難な批判や要求への対応に苦慮している場合が多
く、そのような保護者への対応に疲弊し、休職に追い込まれる教員は年間約5,000人と高止まりの
現状にある。

本来、学校と家庭、地域は、子供たちの成長をともに支える存在である。従って３者が同じ方向を
向きながら進むためにも、今学校と家庭や地域との関係を改めて見つめ直す必要がある。核家族
化、少子化、一人親家庭の増加、地域の教育力弱体化等、子供を取り巻く家庭・地域環境が大きく
変化している中で、学校は家庭や地域への向き合い方を時代に合ったものへ刷新していかなけれ
ばならない。
そこで本シンポジウムでは、Society5.0の到来を見据え、次代を切り拓く子供を育成するために、

様々な立場の有識者から意見をいただきながら新しい時代「令和」における学校、家庭、地域のこ
れからの連携の在り方について新たな知見を得る機会としたい。
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